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	岩手町南山形地域推進班活動について
	1　地域推進班体制�　　　(1)班数と括りの考え方�　　　　　　　町内に82の自治振興会があり、8つの自治振興会連絡協議会がある。�　　　　　　   沼宮内地区には、上・下の自治振興会連絡協議会があるが、農地面積が少ないことから沼宮内は一つ �                  にまとめ全町を7地域に分け7班体制。�　　　　　　　推進班は農業委員1名、農地利用最適化推進委員2名を基本としている。農地面積の多い一方井地区の�　　　　　　み多く割り当て。�　　　　　　　農業委員会の定員法改正前は19名、法改正後、農業委員(10名)・農地利用最適化推進委員(16名)�　　　　　　あわせて26名。農地を見る委員が19名から26名に増員したと捉えて、農業委員・農地利用最適化推進�　　　　　　委員ともに活動を行っている。��　　　　(2)南山形地域推進班�　　　　　　   南山形地域推進班は農業委員1名、農地利用最適化推進委員2名の構成。��2　担当する地域の現状と課題�　　　　　　南山形地域は岩手町の東南に位置する地域で世帯数121世帯の中山間地域。�                     土地改良された水田はあるものの、昭和40年代前半に施工。1反歩に満たない小区画。�　　　　　　　畑地は公共事業の導入なし、未整備のまま今に至る。�                     農業所有者、従事者とも高齢者が多く後継者がいない世帯が多い。�                     地域内認定農業者5経営体。
	3　地域推進班活動�　(1)今年度の活動目標と活動計画�　　　　�　　　①定期的な農地パトロールの実施と農家意向の把握�　　　　　�　　　　⇒　委員の個別対応（担当地区を決めて）　　�　　　　　�　　　�　　 ②遊休農地の情報共有と解消の推進 ＋ ③担い手農家への農地集積・集約化の活動��　　　　⇒　農家意向を「あっせん検討表」にまとめて、�　　　　　　総会終了後に推進班が打ち合せ、情報を共有し、手分けして対応　�　　　　　　�　
	　�あっせん検討表の番号1番の農地�(左図)　農地に通じる道路も樹木が繁茂、農地にも樹木が確認されることから、あっせんはできない農地と判断した。(2番から4番も同様に航空図をもとにあっせんができない農地と判断した。)　��あっせん検討表5番の農地�(右図)　農地に通じる道路の幅員が狭いものの、牧草地として良好に管理されていた。�(地区内認定農業者にあっせんした)��
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